






 

〔はじめに〕 

 筋ジス患者の傾向として、障害が進むにつれて内面に閉じこもり、自治会等

で話し合うことを苦手とし拒否的態度に出る患者を時々観察しうる。これらの

患者が製作活動を通じて自信を回復し、社会参加にいたった事例を多く体験し

てきました。現在作業は、入院生活の一部に位置付くにいたっております。し

かし今後改善を要する諸問題(意欲・方法・物理的面)も存在します。七宝焼・

社会学級に代表されるように製作活動も広く研究されておる中で、全国的に実

施されている内容・方法等の実態を把握し諸問題解決の基礎資料とするべく、

①作業内容・方法、②担当職員の意見、二点について調査しましたので報告い

たします。 


